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LPILPIとはとは

Linux技術者の認定試験 (LPIC)を中立の
立場で行うNPO－非営利団体
主な活動費はLPIに賛同する企業・団体か
らの寄付金

活動は多くのボランティア　　　　　　　　　　　
に支えられている

メーリングリスト、

問題の作成、

イベント参加

スポンサー

会場の提供　　ｅｔｃ

参加しよう
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www.LPI.orgwww.LPI.org
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WorldWideWorldWideな活動な活動

• 世界十カ国で支部が活動

– 各国語に翻訳されたHPを提供

• 日本は独自HPも提供

– 日本向けのLPI関連情報を積極的に提供
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lpilpi.or..or.jpjpLPI-JapanのHP
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LPILPIの沿革の沿革

1999年10月： Linuxの国際的技術者認定機関
　　　　　　　　　　としてLPI設立（カナダ）登記

2000年1月: Level 1. スタート（英語版）

2000年7月： LPIジャパン登記

2000年10月： Level 1. スタート（日本語版）

2001年11月： Level 2．スタート（日本語版12月）

2001年12月：事務局を秋葉原リナックスビルに
　　　　　　　　　　設置

2003年5月： Level 1リリース2日本語版スタート
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LPILPI--JJの特徴の特徴

ＬＰＩ認定試験は世界で約3万人が受験
している。（2003年9月末現在）

ＬＰＩ－Ｊは世界の中で一番多くのＬＰＩＣ
試験受験者を受け付けている。

多くのメジャーなコンピューター関係会
社はＬＰＩ－ＪのＰｌａｔｉｎｕｍスポンサーで
ある

国際的な組織により運営されており、
世界に共通する認定試験
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LPILPIＣニュースＣニュース20032003

8月末にはＬＰＩＣ国内受験者総数一万人達成

9月末には月間受験者1千名を突破

⑤

Linux World Expo Tokyo2003 出展

（サンプルテストを実施）

④

世界初全盲の受験者ＬＰＩＣ合格！③

ＬＰＩアカデミック認定制度開始②

上海で日本語でのペーパーテスト実施

(復旦大学国際経営技術講習所 にて104試験）

①
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ＬＰＩアカデミック認定制度ＬＰＩアカデミック認定制度
ＬＰＩアカデミック認定とは？

ＬＰＩ-Ｊａｐａｎは、2003年新しくアカデミック認定校
制度を制定いたしました。ＩＴ教育機関様と一体
になってリナックス教育の活性化及びＬＰＩの理
念の普及を目指して生まれた制度です。

設備、コース内容など一定レベルの学習環境を
持ったスクール様をＬＰＩの認定校と指定させて
いただき、受験者の皆様に質の高いリナックス
教育を提供してきたいと考えております。
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ＬＰＩ－Ｊアカデミック認定校ＬＰＩ－Ｊアカデミック認定校
（２００３年１０月３１日現在）（２００３年１０月３１日現在）

リナックスアカデミー
(代表者：松田直之、本拠地：東京都新宿区)

ＣＢＳアカデミー
(代表者：飯島勲、本拠地：東京都港区)

ケンＯＡスクール　(池袋、新宿、渋谷校 ）
（代表者：高橋秀治、本拠地：千葉県松戸市)

日立システムアンドサービス(東京、大阪、名古屋校 ）
（代表者：中村博行、本拠地：東京都大田区)

先端情報カレッジ(代表者：岡田満夫、本拠地：東京都新宿区)

パナソニックＩＴカレッジビジカル(梅田、難波校 ）
（代表者：山田俊彦、本拠地：大阪府門真市)
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LPILPI教材認定（教材認定（LATMLATM））

プログラムプログラム

出版社出版社

米国プロサート社米国プロサート社

申請 審査/認定

LATMロゴ

LPILPI

認定審査委託 LATMプログラムの審査に合格するこ
とは教材がLPI認定試験の範囲を網
羅したものであることを意味します。

　問合せ先：info@lpi.or.jp
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ＬＡＴＭ（ＬＡＴＭ（LPI LPI 認定教材例）認定教材例）

LPI101 , 102　

横河エンジニアリングサービス

(Bradford Learning社）

LPI認定教科書+問題集　　
Level-1-101/102
リナックス教育研究所／ピーエイ

リナックス入門

　エイチアイ

リナックス教科書

翔泳社

徹底攻略 LPI問題集

Level 2　インプレス

徹底攻略 LPI問題集

Level 1Release 2インプレス

LPI Linux認定試験

日本ライセンスバンク

Linux技術者認定試験レベル１

合格テキスト

リナックス教育研究所／ピーエイ
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LinuxLinux技術者認定試験の必要性技術者認定試験の必要性

Linux技術者の技術レベルを中立に

判断できる方法が無かった。

Linuxの教育方法の目標が定まらな

かった。

Linux関連会社の技術レベルが良く

分からなかった。
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Distribution IndependentDistribution Independent
Vendor NeutralVendor Neutral

Linuxには“黄身と白身”がある

LPIの試験は共通一次試験

Distribution依存の試験は各
Distribution の Certified Engineer向け
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試験の構成試験の構成

試験No.102

Linux一般2

試験No.102

Linux一般2

試験No.101

Linux一般1

試験No.101

Linux一般1

試験No.202

Linux最適化

試験No.202

Linux最適化

試験No.201

ネットワーク管理

試験No.201

ネットワーク管理

試験No.32X

その他、応用

試験No.32X

その他、応用

試験No.325

カーネル操作

デバイス・ドライバー

ディストリビューション

パッケージ作成

試験No.325

カーネル操作

デバイス・ドライバー

ディストリビューション

パッケージ作成

試験No.324

セキュリティ・暗号化

試験No.324

セキュリティ・暗号化

試験No.323

データベース・サーバー

試験No.323

データベース・サーバー

試験No.322

インターネット・サーバー

試験No.322

インターネット・サーバー

試験No.321

Windows統合化

試験No.321

Windows統合化

LPI認定(LPIC)レベル1 LPI認定(LPIC)レベル2 LPI認定(LPIC)レベル3
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試験の受験試験の受験

いつでも受験可

　（Ｒプロメトリック及びピアソンＶＵＥ）

テストセンターは全国約180180会場

受験料　：　1試験　¥15,000-（税別）

CBTでオンライン受験

ペーパーテスト（ＰＢＴ）による団体受験
随時受付→事務局までお問い合わせ
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ＬＰＩＣリテークポリシーＬＰＩＣリテークポリシー

＝コンピューターでのテスト＝
＊LPIC同一科目を受験する際、1回目の受験と2回目の受験は

受験日の翌日から7日間以上（土日含む）の期間をあけて受
験可能

＊3回目以降の受験については、最後の受験日の翌日より最
低９０日間以上の期間をあけて受験可能

＊一度合格した科目については、同試験が改訂されない限り、
再受験はできない

＊2003年10月1日までに受験されたものについては受験回数と
してカウントされない

＝ペーパーテスト＝
＊LPIC同一科目受験の際、2度目の受験からは前回の試験日

の翌日より最低90日間以上の期間をあけて受験可能

＊一度合格した科目については、同試験が改訂された場合を
除き、再受験を禁止
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試験の流れ試験の流れ

試験作成には計量心理学者が参加

　

試験時間は90分、問題数は約60問

ＣＢＴでは受験後その場で合否が判明

試験後、認定証が本部より送付
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試験はこうして作られる試験はこうして作られる
特別なプロセスを踏んで作成されるＬＰＩＣ特別なプロセスを踏んで作成されるＬＰＩＣ

①業務分析
•事前アンケート　　・データー分析

②課題設定
•サイコメトリックス（計量心理学）を基に課題設定

•見直しと修正

③個別問題（アイテム）作成
•問題の作成、選出　　・技術面からの検討

④テキスト作成
•フォームの作成　　・ベーター版使用期間

•最終チェックと再配布
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LPILPI認定テストのメリット認定テストのメリット

• ベンダーニュートラル
– 様々な環境で知識が生かせる

• 本質的な問題
– 技術的な本質を見極める問題

• 広範囲に渡る出題
– 技術レベルの再認識

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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試験のカバレージ試験のカバレージ

応用

Level 2

モジュール

ファイル・システム SSH

Samba

メール
Level 1

インストール

ファイル

アカウント
ネットワークコマンド

Linux特有
の知識

基本 UNIXの知識 応用

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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Level 1 Level 1 試験の重点項目試験の重点項目

• 基本UNIX コマンド
– テキスト・プロセッシング、正規表現

• ファイルシステム管理の基礎
– パーティション、フリースペース、パーミッション

• ユーザ、グループ管理の基礎
– ユーザーアカウントやグループの追加、削除

• パッケージ・インストール
– パッケージ・マネージメント（rpm, deb）

• ネットワーク設定の基礎
– 各種設定とトラブルシューティング

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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Level 2 Level 2 試験の重点項目試験の重点項目1/21/2
• ファイルシステム

– システム・ユーティリティを用いた構成、メンテナ
ンス

• ハードウェア

– 新規ハードウェアの追加、設定

– カーネル・モジュールの構成

• ネットワーク

– ネットワークの構成と問題解決

– BINDを用いたDNSサーバの構成

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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Level 2 Level 2 試験の重点項目試験の重点項目2/22/2

• メール＆ニュース
– Sendmail の設定管理（エイリアス、メールリレー

など）

• ファイル共有サービス
– Samba の設定管理（共有プリンタ、ディレクトリな

ど）

– NFS の設定管理（exports, mount options）

• システム・セキュリティ
– 各種セキュリティ関連プログラムの設定（FTP, 

SSH, IPマスカレードなど）

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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実際の試験について実際の試験について

• PC 上で行う
– VUE (Virtual Universal Enterprise) とPrometric

– 対話型テスト・プログラム

• 選択式問題
– ４～６の回答から正しいものを選ぶ

– 基本が正しく理解できていることが大切

• 筆記式問題
– 空欄に正しいコマンド名などを記述

– 正確な記述が必要

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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選択式問題の例選択式問題の例

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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記述式問題の例記述式問題の例

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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実際に実際にLPILPIを受験してみてを受験してみて

• 技術レベルの再認識
– 『自分が知らないことがまだまだあると、

改めて認識できた』

• お客様からの信頼向上
– 『お客様から対応が違うようになった』

• キャリアパスの具体的な目標に適切
– 『Linux 技術者指導での具体的な目標

として分かりやすい』

＊日本IBM　ソフトウエア開発研究所　杉山昌治様の資料より抜粋
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LPILPIのもたらすインパクトのもたらすインパクト

Linux技術者の目標が明確化される。

Linux関連教育機関の目標が定まる。

Linux関連テキスト本の目標が定まる。

Linux関連会社の技術レベルの目安

が出来る。

Linuxの市場の活性化が進む。
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スポンサｰシップスポンサｰシップ

スポンサーシップには以下の種類があります。

LPIスポンサーシップ

プログラム

LPIスポンサーシップ

プログラム

企業スポンサー（５年間）

グレード 寄付金

プラチナム 500万円～

ゴールド 250万円～

シルバー 100万円～

ブロンズ 50万円～

コントリビューター 10万円～
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LPI Inc. Platinum SponsorsLPI Inc. Platinum Sponsors
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LPI Inc. Gold SponsorsLPI Inc. Gold Sponsors
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LPI Inc. Silver SponsorsLPI Inc. Silver Sponsors
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LPILPI--Japan Platinum SponsorsJapan Platinum Sponsors
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LPILPIスポンサー効果スポンサー効果

Linuxにコミットしている会社として訴求

LPI推進会社として広告･広報活動をと

おしてロゴが露出され、認知度向上

Linux Communityとのネットワークが

強化

LPI技術者の応募が増加
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LPILPI--J J 役員役員

監査　 村井　純　 慶應義塾大学

理事長　 成井　弦　　株式会社リーディング・エッジ社

理事 　 池田秀一　　ミラクル･リナックス

　　　　　泉澤　仁　　富士通株式会社

　　　　　ジェイ・パウエル

加藤敏之　　株式会社PA

高橋千恵子　日本電気株式会社

窪田敏之　　株式会社レーザーファイブ

鈴木敦夫　　NECソフト株式会社

高杉昌督　　株式会社日立製作所

高澤真治　　有限会社OSDL-JAPAN

中原道紀　　株式会社日本IBM

畠中有道　　株式会社日本SGI

松田直之　　リナックスアカデミー

丸茂晴晃　　横河エンジニアリングサービス株式会社

矢野広一　　ターボリナックス株式会社　

*敬称略、五十音順
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関連関連WebWebサイトサイト

LPI本部

www.lpi.org
LPI-Japan

　　　（日本語試験開始と同時にスタート）

www.lpi.or.jp　　

テストセンター

VUE-Japan
www.pearsonvue.com

R-Prometric
www.prometric-jp.com
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お問い合わせ先お問い合わせ先

特定非営利活動法人　LPI-Japan事務局

東京都千代田区外神田3-13-2　

リナックスビル５Ｆ
　Tel: 03-5297-1385 

　　　Fax: 03-5297-1386
　E-mail: info@lpi.or.jp
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